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フ ッ サ ー ル に 澄 け る 現 象 概 念

魚 住 洋 一

フ ッサ『 ル の現象 学 は その根 本 動 向 にお い ては
、 現象 の記 述 に と どま る もので は な く、 む しろ

現象 の可 能性 の制 約 の現象 化 を狙 う超 越 論 的現 象学 で あ った。 フ ッサ ー ル の独 自性 は
、 現 象学 を

超越 論 哲学 に〈 接木 〉 した 点 に あ る と言 え よ う。 こ の小 論 の狙 い は
、 この〈 接木 〉 の もつ意 味 と

そ の限 界 とを、 フ ッサー ル の現 象概 念 をひ とつ の手 掛 りに す るζ とに よっ て考察 す るこ とに ある
。

問題 は、 現 象学 か ら解 釈 学へ の移 行 に対 す る現象 学 的 前提 を再 検討 す る とい うよ り大 きな コンテ

ク ス トに も関 わ る もので ある。

1

現象 学 が 現象 につ いて の学 で あ る な らほ、 こ の現象 とい う概念 にこ そ現 象学 の全 てが賭 け られ

て い る と言 わね ば な らない。 したが っ て、 現象 学 の根 本動 向 を探 り当 て るた めに は
、 こ の現象 と

い う概 念 に よっ て何 が 言 い表 わ され てい るのか が まず もって 問わ れ ねば な らない
。

さ て、 「存 在 と時 間 』によれ ば、 現象(Phanomen)は 、さ し あた りそ の原義 に 即 して 「そ れ

自身 をそれ 自身 に澄 い て示 す もの(dasSich-an-ihm-selbst-zeigende)」 として解釈

され る(SeinandZeit,S・28)。 この 現象概 念 の定式 化 は
、 ま だ純 粋 に形式 的 な ものに

す ぎ ない。 しか しハ イ デ ッガー は こ の現象 概 念 を、通 俗 的 な現 象概 念 の批 判 を挺 子 とす るこ とに

よ って さ らに具 体 化 させ るので あ る。 つま リハ イデ 。ガー によれ ば 、通 俗 的 な現 象概 念 として の

カ ン ト的 意味 にお け る〈 現 われ(:Erscheinung)〉 は、 それ 自身 を示 す もの と しての 現象 で は

あ りえ ない。 とい うの も・ 現 われ とは、 〈 或 る もの の〉 現わ れ として 「そ れ 自身 を示 さない 或 る

も のが そ れ 自身 を示 す 或 る もの を通 してそれ 自身 を告 知す る こ と」 に ほか な らず、 そ れ ゆえ それ

自身 を示 さない こ とを意 味 して い るか らで あ る(S.28)。 しか し、 こ のそれ 自身 を示 さ ない或

る ものの現 わ れ は・ そ の可 能性 の制 約 と して、 それ 自 身 を示 す現 象 を潮
って示 してい る と言わ ね

ば な らない。 そ うであ る とすれ ば、 こ こに澄 い てす で に現 象学 の現象 概念 が 定位 され るべ き次 元

が 示唆 され て い る。 ハイデッガーは次 のよ うに記 して い る。 「現われ つ ま り俗 に 現象 として理 解 さ

れ てい る もの の なか で・ そ のつ どそ れ に先 立;ってま たそ れ と共 に
、 非 主題 的 に では あれ それ 自身

を示 してい る もの …… こ そ現 象学 の現象 概念 で ある」(S .31)つ ・ま り、現象 学 の狙 う、現象 概念

とは、 「それ 自身 を さ しあ た りたい て い示 してい る ものに対 して隠 され てい る もの であ り、 しか

も同時 に、 こ のそれ 自身 を さ しあた りたい てい 示 してい る もの に本質 的 に 属 して お り、 そ の 意味

と根 拠 を な してい る も4～」 なの であ る(S.35)。 しか も、 ハ イデ ッガー によ れば この現 象 とは
、

カ ン トの コンテ ク ス トに誇 け る経 験的 直観 の 対 象 として の現わ れ に対 す る直 観形 式 に照 応す る も

.の であ る。 そ うで ある とすれ ば 、 現象 学 の現 象概 念 とは、存 在 者 に 向け られ た通 常 の経 験 にお い
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て は つね に非 主題 的 に と どま っ てい る経 験 の 可能性 の超越 論 的制 約 そ の もの にほ か な らない 。 こ

の意味 で 、ハ イデ ッガー は、 現象 とは経 験 に お いて直 接 に与 え られ る存 在者 では な く、存 在 者 の

存 在 で ある と語 っ た ので あ る。 しか し、 この存 在者 の存在 を なす ものは、 現存 在 そ の もの の構 造

の なか に求 め られ ね ば な らない 。 つ ま り、 ハ イデ ッガー の語彙 を離れ て言 え ぱ、 現象 へ の 問い は、

フ ッサ ー ル の言 う超 越 論的 主観 性 へ の問 いへ 具 体化 され 転化 され る ので あ る。

さ て1現 象 学 が現 象 につ い て の学 で あh、 そ こにお い て そ の主 題 が 言い 表 わ され て い るの だ と

して も、 こ の主 題 と して の現象 が 超 越論 的 な もの と して隠 され たま ま に とどま っ てい る とすれ ば、

現 象学 とは 同時 に方 法概 念 であ らね ば な らない 。 ハ イデ ッガー は次 の よ うに述 べ てい る。 「現象

学 とは、 現象 を顕 わ にす る こ と(apophainesthaitaphainomena)を 意味 してい る。 つ

ま りそれ は、 それ 自身 を示 す もの を、 それ が それ 自身 か ら示す よ うに、 それ 自身 か ら見 えせ しめ

る こ とを意味 す るの で ある」(S.34)そ うで あ る とす れ ば、 現 象学 に とっ て、 超 越 論 的制 約 と

し て のこの 現象 ヘ カ ン ト的 な意味 で論理 的 に潮 行す る こ とは 許 され ない。 こ の現象 は 、 必然 的 な

要 請 に とどま って は な らない ので ある。 現象 は、 現 象 と して見 え せ しめね ば な らない。 した が っ

て、 方法 概 念 として の現 象学 は、 「そ れ が考 察す る一 切 の事柄 を、 直接 的 な挙 示(Aufweisung)

と直接 的 な証示(Ausweisung)と に よ っ て取 り扱 わね ば な らない」 とい う格 率 を含 む の であ

る(S.35)。 そ うで あ る とすれ ば、 現象 学 とは、 通俗 的 な意味 で の 現象 としての現 われの 隠 され

た超 越 論的 制 約 の現象 化 を狙 うもの にほ か な らない ので あ る。

ところで 、 ミュ ラー が 指摘 して い る よ うに、(1)フ ヅサー ル は かれ の 現象 概 念 に対 して 厳 密 な定

義 を一与え なか っ た。 私が こ とさ らにハ イデ ッガ-へ の迂 回 か らは じめ た の も、 む しろハ イデ ッガ

ー の現 象概 念 の展 開 の なか に、 フ ッサ ー ル の現 象学 が 狙 っ た ものが よ り明瞭 に表 現 され て い る と

思 われ た か らで あ る。 しか し、 私 の問 題 は フ ッサー ル にあ る。 私 は、 フ ッサ-ル へ 向 かい た い と

思 う。

フ ッサー ル は、 現 象概 念trCつい てかれ が 語 った数 少 ない テ ク ス トの ひ とつ で あ る 「五 講義 」に

訟 い て、 現象 とい う概念 に否 みが た い二 義性 が 孕 まれ てい る こ とを指摘 して い る。 とい うの も、

こ の概 念 は、 現 出(Erscheinung)を 言 い表 わ す と同時 に、 この現 出 の なか に現 われ る現 出者

(Ersheinendes)を も言 い表 わす か らで あ る。 しか し フ ッサー ル に よれ ば、 この二 義 性 は、

表 現 の曖昧 性 に で は な くむ しろ事 柄 その もの に 由来す る もの で ある。 つ ま りこ の二義 性 は、 現 出

と現 出者 との本 質 的 な相 関性、 現 出 がつ ね に何 らかの 現 出者 の現 出(Ersche五nung-von)で

あ る こと の反 映 とされ るので あ る(H.14)。 ② そ うで あ る とす れ ば、 ハ イ デ ッガー とは異 な り、

フ ッサー ル にお い て現 象 と して 主題 化 され る もの は、 この〈 現 出者 の現 出〉 とい う統一 的事 態 で

あ る と言 わね ば な らない。 つ ま り、 フ ッサー ル に とっ て は、 現 出 と現 出者 とが 区別 され る として

も、 この現 出者 は、 それ 自身 を示 さ ない もの と して、 それ 自身 を示す 現 出 の彼 岸 に置 かれ る もの

では ない。 かれ に とっ て現 出者 とは、 現 出 の なか に現 われ る か ぎりで の現 出者 なの であ る。 つ ま

り、 現 出 と現 出者 との区 別 は、 あ くま で も現 象 の統 一 の 内部 に誇 け る区 別 なので あ る(L11)。

フ ッサー ル のい わゆ る〈 志 向性 〉 とい う概 念 こ そ、 こ の現 出 と現 出者 と の統一 に対 す る名称 に ほ
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か な らない。 とい うの も、 志 向性 とは、 現 出者 が現 出 を超 越 し てい る ので は な く、 む しろ この現

出 の なか に志 向 的 に 内 在 して い る こ と、 つま り〈 現 出者 の志 向的 現 出〉 を言 い 表 わ してい るか ら
　 　 　

で ある。 そ うで あ る とすれ ば、 〈 現 出者 の 現出 〉 と して の現 象 を可能 な らしめ る ものは、 現 出者

と現 出 と を繋 ぐ〈 の〉 と しての こ の志 向性 で あ る と言 わね ぱ な らない。 私 は、 この事 態が 孕 む問

題 を明 らかに した い と思 う。 さ しあた り、 ヘ ル トが 『フ ッサ ー ル の フ ァイ.ノメ ノンへ の還帰 』と

題 した講 演 で行 なっ た フ ッサー ル の現 象概 念 に対す る批 判が 手 掛 りを与 え て くれ る。㈲

さて、 現 象が 〈 現 出者 の現 出〉 の統一 で あ る とす るな らば 、 われ わ れ は対 象へ と直線 的 に

(geradehin)向 か うこ と を止 め、 対 象 の 現出 の仕 方へ と向か わ なげ れ ば な らない。 つ ま り・

〈 偶因 性(Okkasionalittit)〉 とい う名 称 に よ って性 格づ け られ るべ き、私=今=此 処 とい

うそ のつ どの状 況 に拘 束 され た〈 一与え られ 方Vateけ る対象(GegenstandinGegebenheit-

swe藍sen)〉 が 問題 なの で あ る。 とこ ろで ヘル トは、 この次元 にこ そ〈 現 出者 の現 出〉 の統一

が見 出 され る と主 張 す る。 とい うの も、 ヘ ル トによれ ぱ 、 こ の偶 因性 のなか に とどま るか ぎ り、

存 在者 の 自己呈 示(存 在)と わ れわ れ に よ るそ の把握(意 識)と は無 差別 な同一 性 を示 す か らで

ある。 つま りこ こには、 存 在者 の 直接 的 な現出 が、 しか も、 意識 に対 す る現 出で は な く意識 とし
　 の 　 　 　 　

て の現 出が 見 出 され るの で ある。 ヘ ル トは、 〈 現 出者 の現 出〉 の統一 と して の現象 を、 存 在者 の

自己呈 示 とそ の把握 の遂行 との距 た りな き無 差 別性 と して定義 す るの で ある。 さて、 現象 学が こ

の よ うな無 差 別性 として の現象 へ 潮 行 し なけれ ば な ら ない と して も、 この 現象 の領 野 は、 自然 的

態 度 に 澄い て は隠 され た ま まに とどま っ てい る。 とい うの も、 われ われ は 自然 的 態度 に澄い て は、

意 識 の対 象が 意 識 を超 越 した即 自的存 在 で ある とい う存 在信 念(Seinsglaube)を つ ね に有 し

てい るか らで あ る。 ところ で、 こ の対 象 の意識 か らの超 越 とい う事 態 は、 偶 因性 の乗 り越え を意

味 す る。 つ ま り、 対 象 は個 々の偶 因 的 な現 出 の仕 方 に 夢い て 現わ れ る以 上 の もの と して・偶 因 的
　 　

な現出 の仕 方 の多様性 に対す る同一 性 と して思 念 され る ので あ る。 そ うで あ る とすれ ば 、存 在 信

念 とと もに、〈 現 出者 の現 出〉 の無 差 別 な 統一 は 瓦解 して しま う。 とい うの も、 現出 は対 象 と 自

我 とゐ対 向 に誇 け る或 る ものか ら或 る ものへ の現 出へ と双極 化 し、存 在者 の 自己呈 示 とそ の把 握

の遂行 とは差 異 化 させ られ て しま うか らで あ る。したが って、〈 現 出者 の現 出〉 の無 差別 な統一 が

問題 で ある とす れ ば、存 在 信 念 を遮断 す るい わ ゆる〈 エ ポ ケー 〉 を遂行 し なけ れ は な らない の で

あ る。

ところで、 ヘル トの フ ッサー ル批 判 が は じま る のは、 こ こに齢い てで あ る。 ヘ ル トによれ ば、

フ ッサー ル は エ ポケー をデ カル ト的 に解釈 す るた めに、 こ の無 差別 性 に到 達 で きない。 とい うの

も、 フ ッサ ー ル は〈 現 出者 の現 出〉 として の現 象 の統一 を〈 現出者 の志 向的 現 出〉 と見 倣 す こ と

に よ って、 現 象 そ の もの の なか に対象 と 自我 との双極 性 をそ のま ま敷 術 させ て しま うか らで あ る。

そ うで あ る とすれ ば、 問題 は フ ッサー ル の根 本 概念 と して の〈 志 向性 〉 に あ る。 とい うの もこの

概 念 は、 現 出 と現 出者 との相 関性 をそ もそ も緊 張 とし て、 傾 向性(Tendenz)と して表 現 して

い るか らであ る。 つま りこ の概念 は、 現出 と現出 者 との相 関 性 を静 的 な統 一 としてで は な く、 動

的 で意志 的 な運 動 と して表 現 してい るの であ る。 志 向性 とは、 現出 の仕 方 の 多様 性 を越 え て対 象
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的 同一 性へ 向か お うとす る〈 意 志 〉 の表 現 にほ か な らない。 こ の こ とか らヘル トは、 「現 出 の統

一 が発 見 され ね ば な ら ない とす れ ば
、 そ れ は先=意 志 的、 先=志 向 的 な ものとして把 握 され 左け れ

ば ならない」と結論 す るの であ る(4)0さらにヘ ル トは、 現象 概 念 の古 代 的起 源 の考 察 を手 掛hと して、

フ ッサー ル の後期 ス コ ラ哲学 的 な主 意主義 が 、 現象 の こ の先=志 向 的無 差別 へ 至 る道 を 塞い で し

ま っ た と述 べ て い る。

しか し私 には、 志 向性 の問題 は フ ッサー ル の操 作概念 の問題 で は な く、 む しろ事 柄 そ の ものが

孕 む問題 で ある よ うに思 われ るgと い うの も、 ヘル トカ1主張 す る よ うに現 象 を先=志 向的無 差 別

の 次元 と して考 え る と して も、 この先=志 向的無 差 別 か ら志 向 的差異 が い か に して生ず る のか と

い う 問 い が}ら れ ないま ま に残 る か らで あ る。 問題 は、 現 象 と志 向 性 の関 係 に あ る。 つ ま

りさ ル トに倣 っ て言 えぱ、 「志 向性 の意 志性 が い かに して現 出 の先=志 向的無 差 別 の なか に書 き

入 れ られ るの か」 が 問題 なの で ある(50)しか し、 こ の問題 は見掛 け ほ ど単 純 な もので は ない。 フ ッ、

サー ル は 『時 間講 義 」におい て、 い わ ば〈 受 動 的〉 な志 向性が 意 識 の最 下層 と して の内 的時 間 意

識 の なカ㍉です で に機 能 して い るこ とを指摘 して い る。 そ うで あ る とすれ ば、根 源 的現 象そ の もの

に訟 い てす で に春 向的 差異/Ja生 じてい る と言 わ ねば な らない。 ヘ ル トが批 判 す るよ.うに、 志 向性

が 現 象 の否 定 を意 味 す る と して も、 志 向性 とは 現象 に後 か ら上 乗 せ され る もので は な く、 む しろ

現象 そ の ものの 自 己 否 定 の 運 動 の表現 で は な い のだ う うか 。 ドゥ ・ワー レン ス は次 のよ うに

述べ て い る。 「意 識 も しくは主 観性 の存 在 は、 志 向性 によ っ て或 る本 質 的 な否 定性 を刻 印 され て

い るか ら、 直接 にそれ 自身 にお い て これ を規 定す る こ とは で きない」(6)し か し、 志 向性が 現 象 そ

の もの のア ポ リア であ る とすれ ば、 それ は同 時 に現象 を顕 わ にす るこ と を狙 う現象 学 そ の ものの

ア ポ リア で あ る。 ハ イデ ッガー が指摘 す るよ うに、 志 向性 とは 「合 い 言 葉 で は な く、 或 る 中心 問

題 を示 す 名称 」 なの で ある(X.EinleitungdesHerausgebers)。

皿

ワルデ ン フ ェル ス によれ ば、 現象学 の第一 の テー ゼ は 「或 る ものが存 在 す る」 では な く、 「或

る ものが 或 る もの と して現 出す る」 で あ り、 した が って 現象 学が そ の現象 学 的 還元 に よ って 還帰

し なけ れ げ 左 らな い もの は、 この〈 或 る もの として の或 る もの〉 とい う思 念 と所与 の姜 異椎 の次

元 で ある望)私 は、 志 向性 の現 象 へ の嵌 入 が いか に して生 ず るの か とい う問 題 を 明 らか にす るた め

に、 ヘ ル トの言 う現 出者 と現 出 との無 差 別性 の 次元 か らでは な く、逆 に、 ワル デ ン フ ェル ス の言

うこ の現 出者 と現 出 との差異 性 の次元 か ら出発 した レ・と思 う。問 題 は、 そ こか ら湖 って現 出 者 の

志 向 的現 出の 可能性 の制 約 を超 越論 的 に 問 うこ とに あ る。
コ 　 　 　 　

私 は、 物の 知 覚 とい う事 例 を手 掛 りと したい 。 と ころで こ の問題 に対 す る フ ッサー ル の出発 点

は、 周 知 の よ うに、 物 はつ ねVa一一面 的=射 映 的(abschattungsmaβig)に しか 現 出 し ない と

い う認 識 で あ る。 或 る立 方 体 を見 てい る と仮定 しよ う。 私 が 見 てい る ものは こ の前面 で しか ない。

しか し、 「〈 見 られ る〉 物 は それ に 関 してわ れ われ が〈 真 に〉 見 て い る もの以 上 で あ る」(VL51)。
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とい うの も、 私 は この前 面 を立 方体 の前面 と して 見 てい る か らで あ る。 つ'まりこの 前面 を見 る と

き、 私 はけ っ して見 る こ とので きない こ の立 方体 そ の もの を見 てい るの で ある。 見 え ない ものを

見 る とい う知覚 の〈 越 権 行為(Pratention)〉 が こ こに あ る(沮.3)。 こ こに は与 え られ た

もの を越 え た〈 過 剰(Mehr)〉 、 つ ま リワルデ ン フェル ス の言 う思 念 と所与 の差異 性 が見 出 さ

れ る。 それ ゆ え フ ッサー ル は 「事 物 講義 』の なかで、 「個 々の知 覚は 物 を或 る側 面か ら しか現 出

させ ないが、 それ が思 念 してい る ものは、 こ の物 で あ って そ の側面 で は ない。 … … 把握 の働 き

(Auffassung)は 呈 示 の働 ぎ(Darstellung)よ り遠 くに及 ぶ ので あ る」 と述 べ た ので あ

る(XVI.143)。 つ ま り、 知覚 に 含ま れ る こ の思 念 は、 狭義 の〈 知 覚(Perzeption)〉 を乗

り越 え てけ っ して知 覚 され え な い対 象 そ の ものへ 向 か う"ad-perceptio"な ので あ り、 そ れ

ゆ え、 フ ッサー ル はそれ を〈 統 覚(Apperzeption)〉 と呼 称 した ので あ る(vg1.皿.336)。

ま た、 フ ッサー ルが 対象 を〈 対 象 的意 味 〉 と呼称 す るの も、 それ が所 与 に汲 み尽 くされ ない こ の

思念 の過剰 にほ か な ら ない か らで あ る。 対象 とは、〈 意味 〉 に媒 介 され た ひ とつ の被 媒介 態 な の

で あ る。 意識 の〈 対 象志 向性〉 を定義 す るの は この よ うな事 態で あ る。

しか し、 こ の〈 過 剰思 念(Mehrmeinung)〉 には 或 る二 義 性 が含 ま れ てい る。 私 の例 で言 え

ば、 見 え ない 立 方体 そ の ものへ の思念 は同時 に立 方 体 の見 え ない裏 面 へ の思 念 で もあ る か らで あ

る。 つ ま りこ こで は、絶 対 的 な不 可視 性 に相 対 的 な不 可視 性 が交 叉 し、 思念 と所 与 の ヴァー テ ィー

カル な差異 にそ れ らのホ リゾン タル な差 異が 交 叉 してい る の で あ る。 フ ッサ ー ル は次 の よ うに述

べ てい る。 「外 的知 覚 に は驚 くべ き二 分 裂が あ る。 つ まhこ の根 源 的意 識 は、 い くつ か の側面 を

根 源 的 に意識 す る と同時 に、ま さに根 源 的 に はそ こ には ない 他 の側面 を共 に意識 す る とい う形 式

にお いて しか可 能 で ない ので あ る。 私 が 〈共 に意識 す る〉 と言 うのは、 不 可視 の側 面す ら意識 に

対 して何 らか の仕 方 で そ こ にあ り、 共 現 在 的 な もの と して共 に思 念 され て い るか らで あ る」 偲.

4)。 つま り、 知覚 が そ の〈 現在 〉 と言 う時 間性 格 か らして〈 現 前化(Prasentation)〉 と

呼称 され る と して も、 しか しそ こに 澄 いて は、児 られ て い る前面 が 現在 的 な もの として意識 され

るに とどま らず、 ま だ見 られ て い ない又 は もはや見 られ てい な い裏面 す らが共 現在 化(mitge-

genwartigen)さ せ られ るの であ る。 フ ッサ ー ルは、 現前 化 と共 に知 覚 に本質 的 に含 ま れ てい

る この働 きを、 現 前化 との対 比 にお い て〈付 帯的 現前 化(Apprasentation)〉 と呼 称 してい

る(XV。124)。 つ ま り、 知 覚 は根 源的 現 前(Urprasenz)を 乗 り越 え て付 帯 的現 前(App-

rasenz)へ 向 か うので あ る。 とこ ろ で、 こ の事 態 は知 覚 を過程 と して動態 化 させ る もので あ る。

付 帯 的現 前 は、 た っ た今根 源 的現 前 で あ った も の又はーまさ に根 源 的 現前 に な ろ う としてい る もの

と して、 内的 時 間意 識 の〈 過去 把 持(Retention)〉 お よ び 〈 未 来 把持(Protention)〉 に

よ っ て直 接 に意 識 され てい る。 問題 は、 後者 の未 来 把持 に ある。 とい うの も、 未 来 把持 とは現 在

か ら未 来へ の企 投 にほ か な らず 、 それ とと-もにわれ われ は 、 ・まだ根 源 的 現 前で は ない ものを根 源

的 現前 へ もた・らす こ とへ 向か うこ とに なる か らで あ る。 そ れ ゆえ フ ッサー ル は、 〈 過剰 思念 〉 を

〈 先行 的思 念(Vormeinung)〉 と も呼 称 した ので あ る。 過 剰思 念 の〈 過 剰〉 とは、 所与 によ

っ て充 実(erfullen)さ れ るべ き〈 空虚 〉 にほ か な らず、 こ の空虚 を充実 す る新 た な知 覚 を指
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示 して い る ので あ る。 しか しこ の空 虚 は任 意 に充 実 され る もので は ない。 とい うの も未 来 把持 と

は単 なる未 来 の現 在化 では な く、 「沈殿 した 過去 を潮 って把 握 す る こ とに よ って期 待 され るべ き

未 来 を受動 的 に現 在化 す るこ と」 で あ り、㈲ 印象 を過去 把持 と類型 的 に構 造 化 す る連合 的 綜合 に

基づ く働 きだ か らで あ る(M.77)。 つ ま り未 来 把 持 と と もに企 投 されるの は、類 型 的規 定 性 の構

造 を もつ 〈 意味 の枠組 み(Sinnesrahmen)〉 なので あb～ それ によ っ て新 た な知覚 へ の移

行 はそ のつ ど先 行 的 に動機 づ け ら・れ てい る ので あ る。 この事 態 と と もに、 フッサー ル のいわ ゆ る

〈 地 平〉 概 念が 定義 され る。 とい うの もフ ッサー ル は、 「地平 とは、 先 行 的 に枠取 りされ た 潜 在

性(yorgezeichnetePotentialittiten)で あ る」 と述べ てい た か らで あ る(1.82)。

付 帯 的 現前 化 は、 可 能 な現 前化 の先行 的企 投 と して、 現前 化 の地 平 を定義 す る もの で ある。 とこ

ろ で この〈 地平 〉 とは、"Re-tention"お よび"Pro-tention"と して志 向性 以外 の何 物

で も左い。 それ は〈 地 平 志 向性 〉 な ので あ る。

さて、〈 志 向性〉 概 念 に集 約 され る現 出者 と現 出 との差 異、 思 念 と所 与 の差 異 は、二 つ の事 態

を含 ん でい るこ とが 明 らか に なっ た。 つま りそれ らは 統覚 によ る知 覚 の乗 り越 え とし ての〈 対 象

志 向性 〉 で あ り、付 帯的 現 前化 に よ る現 前化 の乗 り越 え として の〈 地平 志 向性 〉 で あ る。 そ うで

あ る とす れ ば、 私 の問 いは志 向性 の可 能性 の制 約 に関 わ る以上 、 こ の両 者 の構 造 連 関 こそが 問 わ

れ ねば な らない 。

・ところ で この両 者 の決 定的 左区別 は、 付 帯 的 現前 化 に よ る現 前化 の乗 り越え が 現前 化 可能 な も

のへ 向 か うの に対 し、 統 覚 に よ る知 覚 の乗 り越 え は知 覚不 可 能 左 ものへ 向 か うとい う点 に求 め ら

れ る。 つ ま り、 付 帯 的現 前化 に澄け る思念 の過剰 は 所一与に よっ て充実 され うる のに対 し、 統 覚 に

お け る思 念 の過 剰 はけ っ して所 一与によ っ ては 充実 され え ない ので あ る。 したが っ て、 統 覚が 恣 意

的 な もの では な く思念 され た もの の 自己所 一与の意 識 で あ るた め には、 統 覚 は付 帯 的現 前 化 に依拠

せ ざ るをえ ない 。 不 可視 の過 剰 は可 視 的 な過 剰 に依拠 せ ざ るをえ ない ので あ る。 つま リヘ ル トが

指 摘 して いる よ うに、 「あ らゆ る根 源 的統 覚 は、 そ の確 証 可能 性 に澄 い て、 つ ま り一 定 の付 帯 的

現 前 化が 現 前化 へ と移 行 可能 で あ る とい う基 底づ け 意識 によ っ て、 志 向的 に動機 づ け られ てい る」

の であ る。(9)翻 っ て言 え ば、 現 出 の連 関 を全 体 として乗 り越え る統 覚 は、 付 帯 的 現前 化 に よ る個
ロ ロ の 　 　 　

々 の偶 因 的 な現 出 か ら他 の可 能 な現 出へ の乗 り越 え を前提 と して誇 り、 ま たそれ に よっ て準 備 さ

れ る のであ る。 そ うで ある とすれ ば、 〈 地平 志 向性 〉 とは〈 対 象 志 向性 〉 の可 能性 の制 約 にほ か

な らない。 トイニ ッセ ンは こ の志 向性 の 問題 に 関 して、 前期 の フ ッサ ー ル に澄 い ては〈 意 味 〉 に

よ って 占 め られ て い た媒 介 的地 位が 、 後期 にお い ては〈 地 平〉 にそ の座 を譲 った と述べ ているが 、ao)

それ とい うの も、 フ ッサー ルが 対象 志 向性 の可能 性 の制 約 を地 平 志 向性 に求 めた か らなの である。

フ ヅサー ルは20年 代 の或 るテ クス トに 誇 い て次 の よ うに書 い てい る。 「さ'まざま なア スペ ク トは

それ ら自身 で は何 物 で もない ので あ って、 それ らが 或 る ものの現 出 と な るのは た だ、 それ らに不

可 分 な志 向的地 平 に のみ よ る こ となの で あ る」(M.6)。 地 平 とはす でに超 越 論的 概念 で ある。

さて、 対 象志 向 性が 究極 に澄 い て地 平 志 向性 で あ る とす るな らば、 対象 の超 越 とは地 平 の超 越

にほ か な らない。 つ ま り志 向性 に澄 け る現 出者 と現 出 の差異 、 思念 と所 一与の差異 は、 け っ して架
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橋 され ない もので は な く、 過程 と して水平 化 され るこ とに よ って 架橋 され るの で あ る。 とい うの

も過 程 として の知 覚 とは、 地平 に澄け る思念 の過剰 を所 与 に よ って充 実 してい く<地 平 の解 明

(Auslegung)〉 の過 程 にほ か な らない か らで あ る。 知 覚 とは、 フ ッサー ル が〈 真理 確 証

(Bewahrheitung)〉 と も呼 ぶ 〈 志 向一充 実 〉 の過 程 な ので あ る。 しか し地 平 の解 明 とは、

同時 に 新 た な地 平 の企 投 で もあ る。 とい うの も或 る地 平 の脱 パー スペ ク テ:イブ化 は、 他 の地 平 の

もとへ の再 パ ー スペ クテ ィブ化 に よ って しか遂行 され ない か らで あ る。 問 題 は、 この地 平 の〈 開

在 性(Offenheit)〉 関わ る。 地平 はつね に開か れ てい る。 そ うで あ る とす れば、 知 覚 に 夢け

る〈 志 向一充 実 〉 の過 程 とはけ っ して一 回 的 に完 了す る ものでは な く、 無 限 に開か れ た過 程 で あ

る。 翻 って 言 えぱ、 こ の〈 志 向 一充 実〉 の無 限 の過程 の なかで、 思 念 され た対 象 の 自己所 一与性 つ

ま り"adaequatioreietintellectus"と して のそ の〈十 全 的 明証 性(adaquate

Evidenz)〉 は、 こ の過 程 の極 限Ilk定位 され る理念 と化す る。 フ ッサー ル が、 対象 の 自己所与

性 を 「カン ト的 意味 に澄 け る理 念 」(x.250)或 い は 「漸 近 化 の理念(Appoximationsidee)」

(皿.52)と 呼称 した のは、 この意味 に誇 い てで あ る。 しか しラン グが 指摘 した よ うに、 こ の理

念 は、 カン トの物 自体 のよ うな 「そ のパ ー スペ クテ ィブ的 現 出 の背 後 に 隠 され た もので は 左 く、

完 全 に規 定 され た と考え られ た こ のパー スペ クテ ィブ的 現出 そ の もの」 なの であ る。(iuっ ま リパ

ー スペ クテ ィブ的 現 出は、 その連 関 の無 限 の全 体 を考え るか ぎ りにお い て、 思 念 され た対 象 の 自

己所 与性 つ ま り〈 現 出者 の 現 出〉 の統 一 を実 現す る絶 対 的次 元 なので あ る。 フ ッサー ル は現 象 の

志 向性 を主 題 化す る こ とによ っ て、 個 々の現 象 をで な く、 そ の指示 連 関 の全 体 を絶 対的 左現象 の

次 元 として 開示す る ので あ る。

しか し、 問題 はわ れ われ の存 在 の有 限 性 に あ る(vgL皿.387)。 つ ま り現 出 の連 関は、 事 実

的 に は、 無限 の全 体 性 に おい て で は な くた だ過 程 として のみ存 在 す る。 した が っ て、思 念 され た

対 象 の 自 己所 与性 とい う極 限 理念 は、 こ の過程 の〈 テ ロス〉 と して の み理解 す るこ とが で きる の

で ある。 フ ッサー ル は次 のよ うに述 べ てい る。 「明証 性(=十 全 的 明証 性)と は、 意 識生 の全 体

に 関わ る普 遍 的 な志 向性 のあ りか た であ る。 この明証 性 に よ って意 識生 は〈理 性 〉 を狙 うだ け で

な く、 た えず それ へ と向か っ てい く傾性 を もつ とい う普 遍 的 な 目的論 的構 造 を有 す る ので あ る」働

知 覚 の〈 志 向一充 実〉 の過 程 とは 、 テ ロス として の理 念 へ 向か う〈 目的論 的〉 過 程 な ので あ る。

問題 は、 こ の人 間 の生 の もつ 「根 源 的 な 目的 論 的=傾 性 的構 造 」(IX.299)の 可 能性 の制 約 を無

限 の テ ロスか らで は な く、 有限 の過程 そ の もの のなか か ら摘 出す るこ とに あ る。 ア グ ィレは次 の

よ うに書 い てい る。 「世 界 を経験 す る生 の もつ 目的論 は、 有 限性 の意 識 の表 現 で あ る。 つ ま りそ

れ は、 知 覚 の体 制 を特 徴づ け る有 限 性 の表 現 なので あ る」個
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皿

さ て、 現 出者 の志 向的 現 出の可 能 性 の制 約 を問 うわれ われ の 問い は、 同時 に志 向性 の 目的論 的

構 造 の可 能性 の制 約へ の 問い で もある こ とが 明 らか にな 噛った。

しか しそれ だけ で は ない。 とい うの も個 々 の現出 が それ 自身 を越 え て現 出 の連 関 の全 体 を指示

す る こ とによ り、 その志 向的 相関 者 として もは や 個 々の〈 物〉 が では 左 く<世 界 〉 そ の ものが 問題

とな って くるか らで あ る。 フ ッサー ル は次 の よ うに述べ て い る0「 世 界 表 象 は、 私 の諸 表象 の な

か の ひ とつ の表象 で は ない。 それ は私 のい っ さい の表 象 の なか に あ る普 遍 的 な運 動 であ り綜 合 で

あ る。 私 の表 象 の運 動 の な かで表 象 され て い る一 切 の もの は… …世 界 の 統一 の なかに収 敷 してい

くので あ る」i141そうで ある とすれ ば 、 こ のひ とつ の世界 表象 へ 向 か う意 識生 の 普遍 的 な運 動 に こ

そ〈 志 向性 の 目的 論〉 の 関 わ る究 極 の事 態 が存 す る と言 わね ば な らない。 しか し、 わ れわ れ の も

つ さま ざま な表 象 を ひ とつ の世 界表 象へ 綜 合 統一 して い く運動 は 、 ひ とつ の世 界 が ある とい う暗

黙 の確 信 に支 え られ る こ と な しに は不 可 能 であ ろ う・ そ うで あ る とすれ ば ・ テ ヲ子 として の世 界

は地 盤 と して の世界 を前提 してい るの で ある。 ク レ スゲ スが 言 うよ うに、 わ れ われ は〈 世 界〉 が

存..的 一超 齢 的両性 聡 で あ るこ とに着 目 し なけ れ ば な らない 岬

テ ロス と して の世 界 、存 在 者 の総体 と して の世 界 とい う〈 存 在論 的〉 世界 概 念 では な く、 そ の

地 盤 と・して の〈 超越 論 的〉 世 界概 念 が 問わ れ る のは、 まず 〈 地平 〉 との関連 におい て で あ る。

『危 機 」に は次 の よ・うな箇所 が 見 出 され る。 「世 界 は …… 地平 と して予 め与 え られ てい る。 … …

いか なる対 象 も何 もの かで あ るが、 しか しそれ は、 われ わ れ にた えず 地 平 と して意識 され てい る

世 界の〈 なか に あ る何 ものか〉 な ので あ る。 他 方 こ の地 平 は 、存 在す る対 象 に対 す る地 平 として

しか意 識 され ない ので、 とりたて て意識 され る対 象が なけ れ ば 現実 の もの とな る こ とはで き ない 。

… …世 界 は ひ とつ の存 在者 、 ひ とつ の対 象 の よ うに存 在 してい るの では な く、 そ の複数 形 が無 意

味 で あ る よ うな唯一 性(:Einzigkeit)に お い て存 在 してい る」(VL145f.)こ の叙 述 か ら

す れ ば、 対 象意 識 と世 界 意識 の区別 は 対 象意 識 と地 平 意識 の 区別 で あ る。 すで に示 され た よ うに、

地 平 意識 とは対 象 意識 の可 能性 の制 約 で あ る以上 、 世 界 は地平 としてす でに超 越 論的 概 念 で あ る。

世 界 とは、 地平 の地 平、 全 体地 平 で あ る。 しか し プ ラン トが 指摘 して い る よ うに、 こ の全 体地 平

は諸 地 平 と 同一 の次 元 に定 位 す る もので は ない。1つま り、 こ の全 体 地平 を諸地 平 の無 限 の 綜合 の

極 限理 念 と して解 釈 す るこ とは で きない ので あ る。 とい うの も、 そ うで あ る と して もこ の綜 合 の

過 程 はけ っ しz終 結 す るこ とが な く、 さま ざ ま な地平 の開 在性 だけ が存 在す るこ とに なって しま

うか らで ある。 それ に 反 し、 わ れわ れ は そ のつ どす で に個 々の対 象 を世 界 の なか に あ る もの と し

て理解 して い る。 そ うで ある とす れ ば上 の解 釈 とは逆 に、 世 界 とい う全 体 地平 は諸 地 平 に先 立 っ

て予 め与 え られ てい るので あ る。 プ ラ ン トは次 のよ うに述 べ てい る。 「全 体地 平 は… …存 在 者 の

無 限 の地平 的 開 在性 の〈 終h>と 考 え て は な らない。 それ は この 開在性 の根 拠 お よび始 ま り とし

て、 つ ま り、 存 在都 そ の なか に存 在 しそこ か ら鰍 を もつ もの として考 舷 け れ ば な ら 創(16)

.われ われ は、 テ ロ スと して の世 界で は な く地 盤 として の世 界 を問題 に し なけ れ ば な ら左い ので あ
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る。

私 の知 る か ぎhフ ッサー ル が世 界 の地 盤性 格 を問題 と した のは 、 『イデー ン 』を もっ て嗜矢 と

す る。 とい うの も、 そ こ にお い ては世 界 は〈一 般定 立(Generalthesis)〉 として
、 つ ま り

他 のい っ さい の定立 を可能 な ら しめ る根拠 として語 り出 され てい た か らで あ る(璽 .63)。 しか

し 『イデニ ン 』よ り もさ らに主 題 的 に こ の問題 が考 察 され た のは 、 後 の 『
.経験 と判 断 』に澄 い て

で あ る。 そ こに澄 い て は、 世 界 とは〈 普 遍 的受 動 的存在 信 念 の地 盤(Bodenuniversalen

passivenSeinsglaubens)〉 で ある とされ 、 次 のよ うに 述べ られ てい る。 「存 在 す る対

象 として 認識 の 目標 に な る ものは すべ て、 存 在す る も のと して妥 当す る世界 を地盤 と して存 在す

る。 世 界 の なか の個 々の存 在者 が存 在 す る と思 っ てい た のに存 在 しなか った り
、 個 々の認 識が 誤

りを正 され た りす るこ とは あ るか も しれ ない が 、 そ う した こ とは、。全 体 と して存 在 す る世 界 を地

盤 として は じめ て可 能 となる こ とで あ る」⑬ つ ま り、存 在 したh存 在 しなか った りす る個 々の存

在者 の背 後 には、 け っ して疑 い え ない 世 界 の存 在が 見 出 され る ので あ る。 とい うの も或 る ものが

存 在 し ない とい うこ とは、 そ の位置 を他 の或 る ものが 占め る とい うこ とを意 味す る ので あh、 し

たが ってそ のこ とは 個 々 の存 在 者 に は可 能 では あ って も全 体 と して の世 界 には 可能 で は ない か ら

で あや(櫃.266;391f.)。 つま り世 界 の存 在 とは、 け っ して疑 い え な い もの と して個 々の存

在 者 の存 在 の地 盤 な の であ る。 こ の こ とを考 え る な らば、 志 向性 に本質 的 な存 在 信念 は 究極 にお

い て個 々の存 在 者 につ い て の存 在信 念 で は な く、 この世 界 につ い て の存 在 信 念 で ある と言 わね ば

な らない。 したが っ てそれ は 日常言 語 に誇 け る 「信念 」 の よ うな疑 わ しい もの では な く、 あ らゆ

る確 実性 に先行 す る絶 対 的 な確 実性 の 意識 で あ る。 つ ま り、 革 ボ ケー12よ って もこの存 在信 念 を

遮 断す る こ とはで きず、 逆 にエ ポ ケー は それ を開 示す るの で あ る。

さ らに問題 は志 向性 の 目的 論的 構 造 に も関 わ って い く。 つま り、 現 出 の〈 志 向一 充 実〉 の過程

は期待 志 向に反 し、"nichtso,sondernanders"と して充実 され撹 乱 され るこ とが あ

る に もか かわ らず、 全 体 と して〈 調 和 的一 致性(Einstimmigkeit)〉 を もって進 ん でい くの

で あるが 、 それ とい うの も、 個 々の存 在者 の"nichtso,sondernanders"の 背 後 に

"
nichtso,sondernanders"と い うこ とのけ っ して あ りえ ない世 界 の存 在 が 見 出 され

るか らで あ る。 い っ さい の否 定 は信 念確 実 性 の地 盤 を前提 して誇 り、 究 極 に 誇い て世 界 の存 在 を

前 提 して い るので あ る。(18)それ ゆえ フ ッサー ル は或 るマ ヌ ス ク リプ トで次 の よ うに書 い た ので あ

る。 「世 界 とは ひ とつ の能力 を言 い表 わ して い る。 つ'まり体 系 的 に経験 す るこ とがで き、 経験 の

過 程 に澄 い て一 致 しない もの を排 除 しそ の代 わ りに正 しい もの を取 り入 れ るこ とに よ って同一 の

存 在 意味 を確 証 してい くこ とがで き る能 力 を言 い表 わ してい る」(191

しか しこ の よ うな世 界概 念 はま だ形 式 的 な ものにす ぎない。 私 は、 テ ロス と して の世 界 に対 比

され る地 盤 として の世 界 の性格 をさ らに具 体 化 す るた め に、 フ ッサー ル の 「コペ ルニ ク ス説 の逆

転 回」 と題 され た マ ヌス ク リプ トを問 題 と したい。 とい うの もこ のマ ヌ スク リプ トに 誇い ては 地

盤 として の世 界 とは・ コペ ル ニ クス説 によれ ば無 限 の世 界 空 間 の なか の地 球 とい う一 物 体 にす ぎ

ない この〈 大 地(Erde)〉 にほ か 衆 らない と され、て い るか らであ る。 潮 っ て考え るな らば、 こ
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の大地 こそ世 界 の〈 原 基(Ur。Arche)〉 を なす もので あ るげ つ ま リ コペ ル ニ クス説 とは逆 に、

こ の大 地 とはけ っ して物体 で は ない。 とい うの も物体 とば こ の大 地 の 分割 に よっ ては じめ て生 ま

れ 出 る もの だか らで あ る。 ま た、 大地 は い か な る場所 に も位 置 しない。 とい うの もそれ は あ らゆ

る場所 を包み 込 む ものだ か らで あ る。 さ らに、 大 地 は運 動 も静止 もし ない。 とい うの もあ らゆ る

運 動 と静止 は こ の大 地 に関 係づ け られ ては じめて 可能 とな るか らで あ る。 「〈 原 基〉 と して の大

地 は動 か ない」 の で あ る。②0)しか しこ の よ うな もの と して大 地 が世 界 の原 基 で あ り うる のは、 そ

れ が私 の〈 根 源 的 な居住 の場所(Urheimsぬte)〉 で あ るか らにほ か な ら ない。 た とえ ば フ

ッサー ル は、 私 が船 で 育 ち陸地 をま だ知 らない とすれ ば、 その か ぎ りで は こ の船 が 私 の大 地 で あ

る とす ら語 って い る ので あ る。 そ うで あ る とす れ ば、 私 を大 地へ と繋 ぐ ものは私 の身体 で あ る以

上、 この私の身体 と大 地 との間 に は或 る根 源 的 な相 関 関係 が見 出 され る と言わ ね ば な ら ない。 とい

うの も大地 が 動 か ない とい う事 態 は、 私 の身体 が 根源 的 に は動 か ない も のであ る とい う事 態 に本

質 的 に関 わ って い るか らで あ る。 私 の身体 が動 か ない とい うのは、 それ が〈 私 は 自らを動 かす 〉

とい うキ ネ ステー ゼ(運 動 感 覚)に 許い て 意識 され る に もか か わ らず、 同時 に つね に此 処 にあ る

か らで あ る。 こ のこ とを フッサー ル は他 の箇所 で 次 の よ うに述べ て い る。 「こ の身体 とい う対 象

は ま っ た く もっ て唯一 の もの(einzig)で あ る。 とい うの もそれ は つね に 原点、 絶 対 的 此処

を〈 それ 自身 の なか に蔵 して〉 澄 り、 それ に 関係 づ け られ る こ とに よっ て他 の い か なる対 象 もひ

とつ の其処 と化 す るか らで あ る」(Xl.298)。 私 の身 体 とは〈 絶 対 的此 処 〉 なので あ る。 つ ま

り私 の身体 の 此処 とは、 世 界空 間 に訟け る何 らか の位 置 なので は な く、 む しろ それ らの位 置 とそ

れ らの総 体 と して の世界 空 間 そ の もの を可能 とす る もの なの であ る。 フ ッサ ー ル は身体 を"Ur-

Sache"と 呼称 して い るが、 それ とい うの も、 こ の私 の身体 こ そ世 界 の原 点、 動 く不 動 の 原基

で あ るか らで あ る。 そ うであ る とすれ ば 、 大地 が 世界 の原基 で あ る とい うの もそれ が私 の身 体 の

投 錨地 と して、 い わば 「私 の 身体 の 肉 を反 映す る」 か らに ほ か な らない。⑳ しか し大 地 の身 体 と

の相 関性 とい うこ の事態 は、地 盤 と して の世界 が 喩え よ う もない〈 偶 然性(Kontingenz)〉

を孕 んで い るこ とを意味 して い る。 とい うの も私 の身体 の絶 対 的此 処 と'して の絶 対 性 とは、 そ の

つ ど私 の もの(je-meines)と して取 り替 え よ う もない私 の〈 現(Da)〉 の 〈 事 実 性

(Faktizit地)〉 にほ か な らない ので あ り、 大地 が 私 の身 体 の 肉 を反 映 す る とすれ ば 、 それ

は 同時 にこ の事 実 性 を も反 映 せざ る を えな い か らで あ る。 地 盤 と して の世 界 とは、 それ 自体 に 澄

い て存 在す る世 界 な どで はな い。 それ は そ のつ ど私 の もの として の私 の世 界 なので あ る。⑳ しか

しこ の逆説 的 事 態 と と もに われ わ れは 、 世 界 の〈 唯一 性〉 が どこ にそ の根 拠 を もつ の か をは じめ

て理 解す る こ とが で き る。 われ わ れ はす で に、 さま ざ ま な現出 の多様 が ひ とつ の世 界へ の確信 に
　 コ 　

支 え られ るこ とに よっ て は じめ て統 一 され る とい うこ とを見 た。 しか し この 「複 数形 が 無 意味 で

あ るよ う な」 世 界 の唯一 性 とは、 この私 の 身体 の〈 絶 対 的此 処〉 の唯一 性 へ と潮行 す る こ とが で

き る もの なので あ る。 つ ま り、 さま ざま な現 出 はつ ね に此処 に お け る現 出 であ る と同時 に、 それ

ぞ れ そ のつ どの偶因 的 な現 出 とし てそ のつ どの此処 に澄 け る現 出 で あ る。 しか しこ のそ のつ どの

此処 の多様 は、 つね な る此 処 とし て の身体 の唯一 的此 処 の複 数 化 な ので あ り、 そ のこ とによ っ て
● ●
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すでに種丁されているのである。われわれは、絶対的此処 としての身体にこそ多様な現出の統一

の可能 性 の制 約 を見 出 す こ とが で きる ので あ る。 そ うで あ る とす れ ばわ れ われ は、 世 界 の原 基 と

し ての大 地 を も こ の身 体 の唯 一 的此処 の可 能 な複数 化 の場 と して のみ理 解 しなけ れば な らない。

フ ッサ ー ル は次 のよ うに書 き記 レ τい る。 「大 地が 〈 根源 的 な居 住 の場所 〉
、 世 界 のア ル ケー と

して の意味 を失 うこ とが で きない の は・ 私 の 身体が 根 源的 な身体 と して ㊧そ のま っ た く唯一 の意

味 を失 うこ とが で きない の と同 じで あ る」㈱

さ て私 は、 身体 を、 したが っ てそ の根 源 的 な意識 と して の〈 キ ネ ステー ゼ〉 を問 題 と しなけ れ

ば な らない位 置 に達 して い る。 と ころ で この概 念は、 語義 的 に は運 動 の感覚 を意味 してい るの に

もか かわ らず、 フ ヅサー ルが 「事 物講 義 』以 来 こ の概 念 によ っ て言い 表 わそ うとした ものは む し

ろ運 動 聾 仰 感 覚 なので あ る・ つま リフ ・サーJレは こ の概念 によ って、 「身 体性 の機 倉旨とい う

概 念 が 超 越論 的概 念 で あ る」 こ とを 明 らか に しよ うと したの で あ る。㈱ キ ネ ステ_Loと は現 出者

の志 向的現 出 の制 約 なの で ある。 フ ッサ ール は次 のよ うに書い てい る。 「物 体経 験 は 物体 のさま

ざ ま な現出 が それ だけ で、 ま たそ れ 自身 とそ の相 互 融合 によ っ て物体 の現 出 と なるか の よ うに…

…意 識 に誇 い て経 過 す る ので は ない
。 そ うで は な く、 それ が意 識 に 論い て そ う なるの はた だ キ ネ

ス テー ゼ的 に機 能 して い る身体 性 …… とひ とつ に なっ て のこ と なの であ る
。 … …現 出 の多様 性 …

…が こ の物 体 の現 出 で あ り
、 その 物体 をそれ 自身 に誇 い て諸 性 質 を もった こ の物体 として呈 示 す

る もので あ るた めに は、 それ に適 しい キ ネ ス テー ゼを経 過 させ るに あた って それ に対 応 し共 に 要

請 され る現 出が 現 われ てこ なけ れ ば な らない」(VL109)。 現 出 の過 程 は、 フ ッサ ール が〈 キ ネ

ス テー ゼ的 動機 づ け〉 と呼称 す る"wenr.一so"の 関係 におい て キ ネ ス テー ゼに制 約 され てい る

(vgl.XVI.164-203)。 見 え るの は眼 差 しを向け てい る ものだ け であ る とい うこ とを考 えた だ け

で も明 らか なよ うに、 キ ネ ス テー ゼが なけ れ ば現 出 は ない の であ る。 ところ で フ ッサー ル は或 る

マ ヌス ク リプ トの なか で 「キ ネス テー ゼ の ヒ ュレー は経 過 にす ぎ ない のでは な く… … 自我 的 で あ

って たえ ず〈 志 向〉 と〈 充実 〉 の なか に あ る」 と書 い てい る。㈲ 問題 は キネ ス テー ゼ のこ の 自我

的=意 志 的性 格 に あ る。 とい うの も、 キ ネ ステー ゼ は〈 私 は 自 らを動 かす こ とが で きる〉 とい う

〈 能 力性(Vermoglichkeit)〉 と して根 源的 に意 識 され るの で あ り、 そ れゆ え キネ ス テー ゼ

的 運 動 は 自我 の 自由意 志 に よ る遂 行 に ほ か な らないか らで あ る。 「身体 は … …意 志 の器 官で あ る。

つ ま り、 私 の純 粋 自我 によ っ て直接 に 自発 的 に動 かす こ とので きる唯 一 の客観 で あ る。… … 自我

は こ の身体 を… … 自由に 動か す能 力 を もう」(N。151f.)し か しそ うだ か らとい って、 非 意志

的 な運 動 の感 覚 と しての キ ネス テー ゼ に 後か ら自我 の意志 性 が上 乗せ され る ので は な く、 む しろ

キ ネ ステー ゼそ の もの が原 初 的 な 自我 の意志 性 なの であ る。 とい うの も、 ラン トグ レー べ が フ ッ

サールの 「〈 私の〉 の発 見 は 自我 の発 見 に先行 す る」 とい う言 葉 を 引用 しつ つ示 した よ うに 、身体

意識 とはむしろいっさいの自我 意 識 に発生 的 に先行 するその原初 形 態 であり、 この〈 自らを動かすことが

で きる〉 とい うこ とに こ そ 自我 の 自発性(Spontaneitat)の 起源 が 見 出されるからである。㈲

したが っ てキ ネ ス テー ゼ の遂行 は 根源 的 に意 志的 であ り、 そ の こ とに よっ て同時 にま た 目的論 的

で あ る。 意 志 とは何 もの かへ の意 志以 外 では ないか らで あ る。 ラン トグレー べが 「キ ネ ステー ゼ
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的運 動 はつ ね に 目的論 的 括 動 として経験 され る」 と語 った の は、 それ ゆ え であ る。㈲ そ うで あ る

とす る左 らば 、 現 出 の過 程 も'また この キ ネス テー ゼ に制 約 され た もの と して 本質 的 に意 志 的 で あ

り 目的論 的 で あ る。 現 出 の ヒ ュレー と しての 感覚 そ の ものがす で に、 カ ン トの語 るよ うな純粋 な

受 容性(Rezeptivitat)で は 左 く、 キ ネ ス テー ゼ に制 約 され た もの と して 自我 的 な 自発性 な

ので あ る(vg1.N.56)。 現 出 とは、 そ もそ ものは じめ か ら自我 の意志 的 な遂 行 で あ る。 つ'まり

わ れわ れ はヘ ル トの主 張 とは 逆 に、 現象 の志 向的 な意 志性 を現象 そ の もの に本 質 的 な もの と して

認 め なけれ ば な らない の で ある。

さて、 キ ネ ステー ゼが 身体 の根 源 的 な意 識 で ある とすれ ば 、 そ の こ とは、 身 体が 根 源的 には 自

我 の遂行 に澄い て しか意 識 され な い とい うこ と を意 味 して い る。 とこ ろが 同時 にま た 、世 界 もこ

の 自我 の遂 行 に澄 い て根 源的 に意識 され る ので あ る。 わ れ われ は す で に、 世 界 が全 体 地平 として

しか 意識 され ない とい うこ と を見 た。 しか し現 出 の地平 は 現 出そ の ものが キネ ス テー ゼ 的 な 自我

の遂行 で あ る以 上、 こ の遂行 におい て共 に意 識 され るキ ネ ステ ー ゼ 的 な能 力性 の意 識 と不 可 分 に

交叉 してい る。 つ ま り、地 平 とは究 極 に おい て 「実 践 的 なキ ネス テー ゼ 的地 平」 な ので あ る(】α.

15)。 そ うで あ る とすれ ば全 体地 平 と して の世 界 もま た、 キネ ス テー ゼ 的 な能 力性 の全 体 地平

として こ のキ ネ ステー ゼ 的 な 自我 の遂 行 に誇 い て しか意 識す る こ とが で きない。 世 界 とは、 「わ

れ わ れ の遂 行 に澄 い て実 践 的 にそ して 実践 的 に のみ 熟知 され うる」 もの なの で ある。㈱ さ て、 わ

れ わ れは いま や 世 界 と身 体 と 自我 の根 源 的 な共 属 関 係が 見 出 され る次 元 に達 した の で ある。 とい

うの もク レ スゲス の指 摘 を侯 つま で も な く、 キ ネ ステー ゼ の もとに これ らの意 識は すべ て収敷 し

てい くか らで あ る。 キ ネス テー ゼ は、 同 時 に世界 意 識 で あ り身 体 意識 で あ り自己 意識 で あ る。⑳

私 は、 私 のキ ネ ステー ゼ の 遂行 に誇 い て世 界 と身体 とを根 源 的 に意識 す る。 そ うであ る とす れ ば、

現 出 の可 能性 の制 約 として の世 界 と身 体 の あ の唯一 性は 、 こ の遂 行 の遂 行者 として の 自我 の唯一

性 にそ の根拠 を見 出す ので あ る。 「自我 の 同一 性 は持続 す る もの の単 な る同一 性 で は な く、 遂 行

者 の同一 性 で あ る」㈹ こ う してわれ わ れ は現 出 の可 能性 の制 約 を問 う超 越論 的 潮行 の涯 に、 現 出

の遂 行者 と して の超越 論 的 自我 に至 り着 くので あ る。

N

さて現出者の現出の問題は、根本に澄いては現出の多様 の統一として理解することができるも
コ 　 　 　

のである。そうであるとすれば、われわれはすでに身体の唯一的此処の複数化という事態にその

可能性の制約を見たのである。しかし、身体の此処の唯一性はキネステーゼの遂行者としての自

我の唯一性にその根拠をもつ ものである以上、この唯一的此処の複数化もまた、唯一的自我の複

数化という事態にその根拠をもたなければならない。 しかもカントが言うように、空間的綜合は

時間的綜合を前提し.なければなら左いのである。そうであるとすれば現出者の現出の可能性の制

約は、究極に澄いて唯一的.自我の時間的複数化という事態のなかに見出されるものである と言わ

ねばならない。ところでこのことは、晩年に澄けるフッ.サール自身の歩みに対応するものである。
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とい うの も、 晩 年 の フ ッサー ルは あ らゆ る現 出者 の現 出 を 自我 に よ る存 在者 の時 間様 態 に澄 け る

構 成 とし て の〈時 間化(Zeitigung)〉 とそ れ に 交叉す る 自我 自身 の時 間様 態化 として のく 自

己時 間 化(Selbstzeitigung)か ら理解 し(vgl.Vl.172)、 そ の究極 の可 能性 の制 約 を 「つ

ね 左 る現 在 と して の唯一 の 自我 のそ れ 自身Vak・け る反 映・ま たは 反復(Spiegelungoder

Iteration)」 に見 出 す に至 っ たか らで あ る。㈱ したが って私 は、 フ ッサー ルが そ の時 間化 の

機 能 ゆ え に〈 生 き生 きと した現 在(1ebendigeGegenwart)〉 と呼 ぶ超 越 論的=根 源 的 自

我 の次 元へ と立 ち帰 り、 現 出者 の現 出 の問 題 を そ こに訟 い て改 め て探 りたい と思 う。

す で に明 らか なよ うにさ'まざ ま な現 出の 多様 が統 一 される のは、それ らの 現 出 の遂 行 がすべ て私

の遂 行 にほ かな らないか らで あ る。 つ ま りさ'まざ'まな現 出 の遂 行 にお い て、,この唯一 の 自我 がつ
コ 　

ね に今機 能 して い る と同時 に、 そ の つ ど の今 に おい て機 能 してい る か らで あ る。 さま ざま な現 出
● ● ● ■ ● ● ● ● ●

の多様 が そ の時 間性 に 誇い て統 一 され る の も、 それ らの現 出が 遂 行 され るそ のつ どの今 が、 つ ね

なる今 と して の この 自我 の唯一 の遂 行現 在 の複数 化 にほ か な らない か らで ある。 つ ま り現 出 の遂

行者 と して の唯一 の 自我 は、 たえ ず 内的 な時 間 の 流れ(Strom)の なかへ 投 げ入 れ られ るこ と

に よって それ 自身 を時 間的 に複 数 化 してい るので あ る。 しか し問 題 は こ の流れ の時 間性 が それ 自

体 に 誇い て存 在す る もので はな く、 フ ッサー ルが 〈流れ る こ と(Strδmen)〉 と呼ぶ 時 間化 の

働 きか ら生 起す る の であ り、 しか もこ の〈 流れ るこ と〉 が 自我 自身 の働 きにほ か な らない とい う

点 にあ る。 自我 自身 を含 め た一 切 の もの を時 間化す る も のは、 自我 なので あ る。 「流れ は ア プ リ

オ リに(究 極 的 に機 能 す る)自 我 か ら時 間 客観 化(verzeitlichen)さ れ る。 こ の時 間 客観

的 な ものそ の もの も流れ る ものであ る。 〈 流れ る こ と〉 はつ ね に先ん じて あ る。 しか も、 自我 も

ま た先 ん じて あ る」 「時 間性 は どの よ うな あ りか た に澄 い て も自我 の働 きで ある」紛 さて、 自我

に よ る時 間 化 として の こ の〈 流れ る こ と〉 によ って時 間 の流れ そ の ものが 生 み出 され るので あ る

とす れ ば、 〈 流れ る こ と〉 とは先時 間 的 な出 来事 で あ って 時間 的 な出来事 で は ない。 そ うで あ る

とす れ ば 自我 は、 時 間化 され た 自我 として時 間 の なか に あ る と同時 に、 時間 化す る 自我 と しては

時 間 の なか に依 ない ので あ る。 「自我 は つ ね に今で あ り、 今 で あ りつ づ け る(そ れ は立 ち と どま

り滞ま りつづ け る今 と して、 事象 的 なつま り時 間 化 され客 観 化 され た意 味 で の今 では け っ して な

い)の であ り、 こ の生 き生 きとした 今 として、また〈 超 時 間的 〉 な今 として あ らゆる遂 行 の 自我 な

ので あ る」鰯 っ ま り〈 流 れ る こ と〉 は先 時 間 的で ある こ とによ って 同時 に超時 間的 な〈立 ち と ど
　 　

:まる こ と(Stehen)〉 なの であ り、 あ らゆ る遂 行 の 自我 はそ の〈 流 れ る〉 こ との遂 行 に齢 い て

ま さ し く<立 ち とどま る〉 自我 な の であ る。 「自我 の 同一 性 は 、持 続 す る もの の単 な る同-性 で

は な く遂行 者 の同一 性 で あ る」 とい う言葉 は、 こ の よ うな先時 間 的 な〈立 ち と どま るこ と〉 と し

ての遂 行 自我 の唯一 性 を言 い表 わ してい る。 しか し〈立 ち と どま るこ と〉 は〈 流れ るこ と〉 な しし

には あ りえ ない もので あ る。 した が って この 内的 な〈脆 さ〉 のた め に先時 間 的 に立 ち とどま る遂

行 自我 はた えず 時 間 化 させ られ、 その 先時 間 的 な唯一 性 はた えず 時 間的 に複数 化 させ られ て い く

の であ る。 つ ま り 「唯一 の先=時 間 的 准つ ね 左る現在 は 、事 実 的 には、 原 受 動的 に そ して先反 省

的 に形成 され た諸 統一 と して の時 間 位 置現 在 を流れつ つ 系 列化 す る こ とに な りかわ って い く。 脆}
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さを もった 唯 一 性 は もち こた え る こ とが で き ない◎ それ はた えず 〈 流 れ る こ と〉 の 左かへ 消え

失 せ て い き、 同 時 に諸 統 一 の合一 化 と して甦 っ てい くので あ る」㈱ しか し逆 に ま た、 こ のよ'うに

時 間化 され 複数 化 され た 自我 の再統 一 が可 能 なのは、 〈 流れ る こ と〉 が 同時 に〈 立 ちとどまるごと〉

で あ る ことに よ って 「先;時 間 的 な現在 の〈 内的 な複 数性 〉 の なか で 自我 が〈 根 源 的 に合 一 して

い る(ureinigsein)〉 か らにほ か な らない。㈲ っ まhわ れ われ は、 唯一 の遂 行 自我 の時 間的

な複数 化 を可 能 とす る もの を、 この遂 行 自我 の先 時 間 的 なく 立 ち と どま りう つ 流れ る〉 とい う両

義 的構 造 の なか に見 出す こ とが で きる ので あ る。 こ の遂 行 自我 の立 ち と どま りつつ 流 れ る〈生 き

生 き とした現 在〉 こそ あ りとあ らゆ る多様 とそ の統一 、 あ り とあ らゆ る現 出者 の現 出 のそ の背 後

へ と7991るこ と ので きない究極 の可 能性 の制 約 なの であ る。 それ ゆえ に こ そ フ ッサー ル は
、 こ の

〈 生 き生 きと した現 在 〉 を〈 根 源 現象(Urphanomen)〉 と呼 称 した ので あ る。 とい うの もそ

れ 以外 のいか なる ものがtoか な る意味 に齢い て 現象 と呼 ばれ よ うと も、 それ らは そ の根拠 をこ の

痕源現象のなかにもつからである。㈲

そ うであ る とす れ ば、 現象 の超 越論 的制 約 の 現象 化 を狙 う超 越 論 的現 象学 は こ の根源 現 象 を こ

そ 反 省 によ って 現象 化 しなけれ ば な らない。 しか し直 ちに 問題 が生 ず る。 とい うの も反 省 は 自我

か ら自我へ の反省 として 自我 の同一 性 と分裂 、・そ の根源 的 な隔た り と架 橋 と を前提 と して澄 り、

その こ とに よ って反 省 はす で に、 それ が反 省 し なけ れ ば 左 らない ところ の 自我 の〈 流れ る こ と〉

と〈立 ちとどまるこ と〉 とを前提 と して しま っ てい るか らで あ る。 つ ま り反省 が 可能 で あ る のは、

〈 流れ るこ と〉 に よ ってた えず 自我 の 自我 自身 へ の根 源的 な隔た りが 生 起 して い るか らで あh、

ま た〈立 ち とどま ること〉 に よって た えず こ の隔 た りが 架橋 され 自我 と自我 とが合一 してい るか ら

で あ る・ フ ッサー ル が反 省 を〈 後 か ら の覚認(Nachgewahren)〉 と呼 ん だ の も、 反 省が 〈 流

れ る こ と〉 の時間 化 を 前提 して い るか らに ほか な らない(皿.89)。 しか し反 省が 時 間化 を前提

と してい る とす る な らば、 反 省 は時 間 化 され た 自我 を しか 把握 す る こ とが で きず 、時 間化す る 自

我 をけ っ して把握 す る こ とが で きない。 反省 は ただ 、 「時 間化 す る ものが 時 間 化 され た もの とし

て しか 存在 しな い 自己時 間化 」 の謎 を謎 として 開示 す るだけ 左の で ある。 時 間化 が フ ッサー ルが

〈 存 在者 化(Ontifikation)〉 と呼 ぶ 時 間対 象化 で ある こ とを考 え ただ け で も、 時 間 化的=

対象 化的 反 省 に よっ て非 対象 的 な遂 行 自我 の時 間 化 の遂 行 を 「そ の犯 行現 場 にお い て取 り押え る」

(フ ィヒ テ)こ とが不 可能 であ る のは 明 らか で あ る。 フ ッサ ー ル は次 の よ うに述べ て いる6「 原

初 的 な〈 流れ る こ と〉 は・ 先=存 在 と して経 験 され えず語 りえ な い もの であ る。 しか し、 語hえ

ない もの あ るい は経 験 され え ない もの を(反 省 的 に)証 示 ししたが っ て経験 し言 明 の主題 とす る

か ぎり・ それ は・まさ に存 在者 化 され て い る ので あ る」㈱ そ うで あ る とす れ ぱ、 現 象 学 的 反 省 は

根 源 現象 を現象 化す る こ とはで きない。 「われ わ れが 〈根 源 現象 的 現在 〉 とい う名 の も とに究極

的 な存 在 者 として・ 根 源 的 な存 在 者 と して要請 して い る ものは、 それ が わ れわ れ に とっ て〈 現象 〉

で あ る とNう ま さにそ め こ とに よ って、噌究極 的 な ものでは ない ので あ る」㈲

現 象学 は・ 遂 行 自我 の〈 生 き生 きと した 現在 〉 をそ の現 象学 的 反 省 によ って 追 い越 す こ とは で

きない。 自我 は"Nach-gewahren"あ るい は"Re-flexion"と して の反省 に 「つ ね に先
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んじてある」のである。つまり、現象学的反省はここに澄いてその限界に達する。現象の超越論

的制約の現象化を狙 う現象学は、その究極の超越論的制約を現象化することができないのである。

しかし翻って言えぱ、現象学は思弁へ と飛躍することなくあくまでも現象の閾内にとどまること

によって、まさに限界を限界として明らかにするのである。いわば、超越論的絶対者は現象学に
ロ 　 コ コ 　 ロ ロ 　

よ っ て は じめ て暗箱 化 され る ので ある。 しか しそ の ことは 同時 に、 反 省 に よ って はそ の背 後へ と
● ● ●

潮 りえ ない こ の〈 生 き生 き とした現 在〉 とい う遂 行 自我 の〈 現(Da)〉 、 そ のつ ど私 の も の と

して取 り替え よ うも ない この〈 現 〉 を、 われ われ が〈 絶 対 的事 実(absolutesFaktum)〉

と して 引 き受け なけ れ ば な らない とい うこ と を も意 味 して い る。 この〈 事実 性 〉 につ い て語 るこ

とは〈 形 而上 学 〉 の事 柄 に属 し、 す で に現 象学 の限 界 を越 え 出て し'まってい るか らで あ る(珊、394)。

とこ ろで、 こ の〈 生 き生 きと した現 在〉 の〈 現〉 とは同 時 に身 体 の〈 現〉 で もあ る。 つ ま り、

こ の暗箱 化 さ れ た遂 行 自我 の意 識 の底 に は キネ ステ ー ゼ的 な身体 意識 が 隠 され て いる ので ある。

こ の こ とは、〈 生 き生 きと した現 在〉 の〈 流 れ る こ と〉 が 印象 な くしては存 在 せ ず、 ま た印象 は

キ ネス テー ゼ な くして は存 在 しない とい うこ と を考 え旋 だけ で も容 易 に理解 す る ことが で きる。

そ のか ぎりで 、 われ われ もク レ スゲ ス とと もに 「キ ネス テー ゼ意 識 は時 間 意識 で あ る」 と言 うこ

とが で きる ので あ る。㈲ しか しキネ ステ ー ゼが 遂行 自我 の意識 に含 まれ る と して も、 す でに 引用

した 「〈私 の〉 の発 見 は 自我 の発 見 に先 行 す る」 とい う言葉 が示 してい るよ うに、 キ ネステ ー ゼ

は そ の深層 に澄 い ては、 人 称 的 な コギ トの意 識 に先 行 す る前入 称 的 な身体 的 自我 意識 なので あ る。

それ ゆえ フ ッサー ル は この身 体意 識 を、 主観 性 の〈 暗 い 基底〉 、 そ の〈 自然 面〉 と呼 ん だ の であ

る(W.276;281)。 つま リキ ネ ステー ゼ は そ の深層 に 夢 い ては、 コギ トの意 志性 に汲 み尽 くさ

れ ない 〈 自然 〉 の 意志 性 と して の〈衝 動 〉 に ほ か な らない ので ある。 私 は キネ ステー ゼ が志 向性

の 目的論 的構 造 の可能 性 の制 約 で あ るこ と をす で に見 た。 しか し、 わ れ われ は この〈 衝 動〉 をす

ら 目的 論 の可 能 性 の制 約 と して考え なけ れ ば な らない のだ ろ うか。 「われ わ れ は普 遍的 な衝 動 志

向性 ,(Triebintentionalit塩)を 、 つ ま り、 あ らゆ る.根源 的 な現 在 を統一 し現在 か ら現 在

へ と衝 き動 い て い き、 す べ て の内容 を こ の衝 動 の 内容 とな しこ の 目的 へ 向 か って志 向させ るよ う

な普 遍 的 な衝 動志 向性 を仮 定 しては いけ 左 い のか。 それ とも仮定 し な くと もよい のか」(Xγ.595)

われ われ は この 問い に答え る ことは で きない。 フ ッサー ル 自身、 こ の目的論 の存 在 を不可 思議 な

〈 事 実〉 として語 って い る ので あ る(皿.139)。 目的 論 の存 在 は〈 事 実 〉 と して、 もは や現 象学

によ って は答 え る こ との で き ない形 而上 学的 問題 な ので あ る。 それ ゆえ にこ そ フ ッサー ル は 「こ

の 目的 論 の根拠 は 神 の うち にあ る のか」 とい う問 い をす ら発 せ ざ る をえ なか った の であ る(XV.

385)。

現 出者 の現 出 の可 能性 の制約 を問 うわ れ われ の問い は、 自我 の現存 在 の〈 事 実性 〉 にそ の究極

の根 拠 を見 出す に至 っ た。 つま り、 現 出 の偶 因 性 の志 向的 な乗 り越 えが 可能 と なる のは、 この現

出 の偶 因性 が 自我 の事 実性 にほ か 左 らないか らなの であ る。 つ ま り現 出 の偶 因 性 の乗 り越 え は、
● ● ● ・.t

自我の現存在の〈現〉としての絶対的左〈今〉と〈此処〉がその原時間的な〈流れること〉と原

空間的な〈私は自らを動かす〉によってたえずその唯「性を複数化されていくことによって可能
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と左 るの であ る。 翻 って 言 えぱ 、 この こ とに よ って現 出 は根 源 的に〈 志 向 的〉 で あ る0つ ま りわ
'● ● ●

れ われ は、 ヘ ル トの言 う現 出者 と現 出 の先=志 向 的無 差別 と して の〈 根 源 現象 〉 を見 出す こ とは

で きない の で あ る。 ところ で この〈 今〉 と〈此 処〉 の"Ent-fremdung"と は 自我 そ の もの

の"Ent-fremdung"で あ る。 自我 は こ の〈 流れ るこ と〉 と〈 私 は 自 らを動 か す〉 の 左か に

いわ ば 「投げ 込'まれ て(geworfen)」 い る ので あ る。.つま り 自我 は、・こ の〈 流 れ る こ と〉 の な

かで た えず時 間 化 され るこ とに よ って 自己の存 在 が根 源 的 に〈 歴 史〉 的 な も ので あ るこ とを見 出

す ので あ り、 ま た そ の〈 私 は 自 らを動 かす 〉 にお い て身体 として の〈 自然 〉 が 告知 され てい る こ

とを見 出す ので ある。 そ うで ある とすれ ば 、 自我 とは 自然 に根 を† う す歴 史 的存 在 に ほ か な らな

`
い・ 現 出者 の 現出 とい う出来 事 は・ そ れが こ のよ う1な有 限 の 自然 的=歴 史的 存 在 に よっ て担 われ

てい る とい うま さに そ の こと か ら生 起 して くるので あ る。

しか し、 現象 学 は こ の 自我 の事 実 性 をそ の現象 学 的反 省 によ6て 追 い越 す こ とは で きない。 自

我 の事実 性 とは現 象学 の 限界 なの であ る。 この限 界 を越 え 出 る歩 み を踏 み出 す た め には、 現 象学

は解 釈学 に転化 し なけれ ば な らない。 リクー ルが 次 の よ うに述 べ てい る のは きわめ て暗 示 的 で あ

る。 「私 はこ の実存 す る行為 を世界 に散 りば め られ た徴 表 の なか で しか捉 え るこ とが で きない以

上 、 反 省は解 釈 とな らね ば なら なN」 ㈹
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